
hJHl〉=l (I)　　　　　　　　　　　　　　防　災　会　報　　　　　　　　　　　　　　､l城'274LAHJ=1

防災会報2｡.5
(一社)田川地区防災協会　　眠迅レ'L｣
●発　行　一般社団法人田川地区防災協会

●発行人　平田　篤三郎

●印　刷　㈲溝口印刷　℡42-2091

～,JL十一{打'

...t二㌧fltj

SJ鎧敬三]欝貢主義急の概要…｡

実施した防災事業-5

毎月1日は

防災の日です

｢香春岳及び福智山系｣

写真振影者　谷　融也

⑳平成26年度　全国統一防火標語

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

○平成26年度　危険物安全推進標語

危険物　読みはまっすぐ　ゼロ足寄
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一般社団法人

田川地区防災協会

会長　平田篤三郎

lTJ A
田川地区消防本部

消防長　寿浦一成

報会災防

謹
ん
で
新
年
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

輝
か
し
い
平
成
2
7
年
の
年
頭
に
あ
た
.
r
､

謹
ん
で
新
年
の
ご
族
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
o

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
千

倉
か
ら
格
別
の
ご
五
線
と
こ
協
力
を
錫
･
r
衷

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
昨
年
を
振
J
E
:
u
f
J
･
r
ま
す
と
､
幸
い

に
し
て
田
川
管
内
で
の
大
き
な
災
害
は
廉
い

も

の

の

､

全

国

的

に

見

ま

す

と

'

8

月

の

広

島
市
で
の
集
中
豪
雨
や
多
数
の
台
風
の
襲

来
'
上
睦
､
御
故
山
の
噴
火
や
長
野
県
白
馬

村
で
の
地
震
と
自
然
足
寄
の
恐
ろ
し
さ
と
､

そ
の
威
力
の
凄
ま
じ
さ
を
痛
感
し
た
与
で
あ

り

ま

し

た

｡

こ
の
よ
う
な
中
､
近
い
将
来
発
生
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
､
為
潅
･

東
鳥
海
地
震
等
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合

関
東
か
ら
四
国
､
九
州
に
か
け
て
施
め
て
広

い

範

囲

で

強

い

揺

れ

が

想

定

さ

れ

て

い

ま

す
｡

こ

の

よ

う

に

と

こ

で

起

き

て

も

お

か

し

く

な
い
災
害
に
対
す
る
た
め
'
地
域
住
民
の
協

力
体
制
が
必
貴
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
咋

人
7
㌧
　
当
協
会
は
設
立
当
邪
か
ら
白
土
防
災
組

織
と
し
て
'
｢
自
分
た
ち
の
地
域
や
峨
場
は

自
分
た
ち
で
守
る
｣
　
と
い
う
恵
城
の
も
と
'

昨
年
は
四
川
地
区
消
防
本
邸
主
催
の
総
合
防

災
剖
練
に
'
事
貰
析
会
員
と
L
P
カ
ス
都
合

が
参
加
し
､
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
気
梓

ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
高
齢
者
宅
で
の
防
火
診
断
の
実
施

を
は
じ
め
､
各
種
事
賓
を
実
施
し
'
田
川
地

区
の
防
災
休
制
の
強
化
推
進
に
取
･
r
組
ん
で

ま

い

勺

ま

し

た

o

今
後
と
も
､
四
川
地
区
消
惨
本
部
･
署
は

も
と
よ
-
'
各
関
係
磯
開
相
互
の
融
和
強
調

を
図
-
'
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
防
災
カ
の
向
上
に
希
極
的
に

取
-
組
み
'
意
魂
を
新
た
に
防
灸
活
動
を
雅

逢
し
て
い
さ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

最
後
に
な
･
r
ま
す
が
'
こ
の
t
年
が
災
害

の
廉
い
妥
全
で
妥
心
な
年
で
あ
.
r
ま
す
と
と

も
に
､
全
員
各
位
の
益
々
の
ご
藤
展
'
こ
活

躍
と
幸
多
さ
牛
と
な
り
ま
す
こ
と
を
こ
祈
念

い
た
し
ま
し
て
､
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
｡

千
成
2
7
年
の
新
年
を
哩
え
'
澄
ん
で
牛
頭

の
ご
汲
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

l
般
社
団
法
人
可
州
地
区
防
災
協
会
金
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
千
貴
か
ら

消
防
行
政
に
こ
理
解
､
こ
協
力
を
錫
･
r
､
史

に
は
地
域
防
災
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
-
ま
す
こ
と
に
深
-
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
｡さ

て

'

昨

年

を

娠

-

哩

-

ま

す

と

'

国

内

各
地
で
記
録
的
な
餐
雨
を
も
た
ら
し
た
　
｢
平

成
2
6
年
8
月
餐
雨
｣
を
は
じ
め
､
9
月
の
御

故
山
噴
火
災
害
'
1
 
0
月
の
台
風
1
 
8
号
､
1
 
9
号

の
加
次
い
で
の
上
陸
'
日
月
の
長
野
県
白
馬

村
の
地
震
と
大
き
な
自
然
災
害
が
蚤
生
し
た

年
で
あ
り
ま
し
た
｡

特
に
'
8
月
の
広
島
市
の
登
内
災
害
で
は
､

想
像
を
絶
す
る
貴
市
に
.
･
i
･
T
7
4
名
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
よ
し
た
｡

ま

た

､

9

月

の

御

故

山

噴

火

に

つ

き

よ

し

て
は
'
そ
の
破
壊
力
の
す
さ
ま
じ
さ
と
共
に
､

日
本
列
島
に
お
け
る
火
山
の
噴
火
史
書
が
い

つ
起
き
で
も
お
か
し
-
な
い
こ
と
を
痛
感
い

た

し

ま

し

た

｡

そ

の

後

の

捜

索

に

お

い

て

も

災
写
救
助
の
難
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

｡

幸
い
に
し
て
当
管
内
で
は
大
規
模
な
自
然

災
害
等
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
'
昨
年
の

田
川
地
区
の
火
兇
件
数
は
8
7
件
'
救
急
件
数

が

7

.

0

6

5

件

で

あ

.

r

ま

し

た

｡

消
防
の
目
的
は
､
地
域
住
民
の
安
全
妥
心

な
生
活
を
守
る
こ
と
で
す
が
､
こ
れ
は
決
し

て
消
防
本
部
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
｡
妥
全
で
妥
心
の
地
域
つ
-
･
T
の
た

め
に
は
骨
防
災
場
合
や
消
怜
団
な
と
怖
災
関

係
耗
関
と
の
連
携
を
図
-
㌧
　
防
災
に
関
す
る

地
域
コ
-
ユ
ニ
テ
ィ
体
制
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
-
ま
せ
ん
｡

住
民
t
人
ひ
と
･
T
の
防
災
意
磯
の
向
上
が

必
貴
不
可
欠
で
あ
り
よ
す
o
　
自
助
･
共
助
･

t
J
助
が
l
体
と
な
っ
て
こ
そ
'
災
筈
に
強
い

地
域
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

お
･
r
よ
す
｡

人
7
線
も
多
-
の
方
々
と
協
力
し
て
い
き
な

が
ら
こ
の
日
的
に
逓
漣
し
て
い
-
所
存
で
あ

･
r
よ
す
｡

最
後
に
な
-
ま
し
た
が
'
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
析
-
い
た
し
ま
し
て
､

新
年
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
o



平成27il･1月防　災　会

平成26年度の定時総
会が､平成26年5月29

日(木)ザ･ブリティッシュ

ヒルズにおいて開催され

ました｡

平成25年度収支決算
などの上程された議案は
すべて議決されましたo

また､議案審議に先立

ち防災功労による表彰の

授与も行われました｡

圭/J =用地図;/j ,t'引,Ill, _･'ミ'/ii
r ㌧　iiiiiiiiiil

∫｢｢亨

監　　　理

花園大　　林古
村田漂事　　賀事

平
成
二
十
六
年
度
総
会
は
､
多
数
の
来
賓

を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
議
決
さ
れ
た
内

容
は
次
の
と
あ
り
で
す
｡

一
　
平
成
二
十
五
年
度
一
般
社
回
法
人
田
川

地
区
防
災
協
会
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

二
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

｢
J

防
災
功
労
表
彰
　
(
会
長
表
彰
)

●
防
火
優
良
事
業
所

中
村
産
業
㈱

香
春
石
灰
化
学
工
業
㈱

末
原
産
業
㈲

木
村
石
油
㈲

株
式
会
社
　
キ
ノ
1
7
1
タ

平
松
地
区

日
本
郵
便
㈱
　
油
須
原
郵
便
局

医
療
法
人
　
恵
和
会

介
護
老
人
保
健
施
設
　
慈
恵
苑

医
療
法
人
　
新
光
園
　
英
彦
山
病
院

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

小
野
　
柘
士
　
(
田
川
農
業
協
同
組
合
)

原
田
　
　
篤
　
(
㈲
原
田
電
気
)

川
上
　
浩
二
　
(
㈲
高
柳
石
油
)

●
優
良
消
防
設
備
業
者

有
限
会
社
　
石
見
商
会

●
優
良
消
防
設
備
士

松
家
　
修
司
　
(
㈲
松
家
電
気
)

藤
満
　
　
票
(
㈲
勝
浦
設
備
)

●
優
良
防
火
管
理
者

滝
口
　
憲
治

(
医
療
法
人
　
和
光
会

一
本
松
す
ず
か
け
病
院
)

機
本
　
公
紀

(
日
立
化
成
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
)

中
上
　
吉
哉

(
社
会
福
祉
法
人
　
慈
光
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
寿
園
)

●
優
良
業
務
主
任
者

稲
垣
登
名
男
(
稲
垣
商
店
)

野
村
　
真
治
　
(
㈲
二
頁
燃
料
)

今
年
虚
理
事
の
変
更
と
新
た
に
適
任
さ
れ

た
監
事
は
次
の
と
お
り
で
す
｡(

順
不
同
敬
称
略
)

I
般
財
団
法
人
全
国
危
険
物
安
全

協
会
か
ら
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
告

当
協
会
の

会
長
　
平
田
策

三
郎
氏
が
'
一

般
財
団
法
人

全
国
危
険
物

安
全
協
会
か

ら

､

一

般

社

団
法
人
田
川

地
区
防
災
協

会
の
育
成
と
地
域
住
民
へ
の
防
災
思
想
の
普

及
に
ご
尽
力
さ
れ
､
そ
の
重
責
が
認
め
J
n
れ
､

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
｡

洋
介
　
(
松
尾
製
菓
㈱
)

.
成
(
太
陽
セ
ラ
ン
ド
㈱
)

俊
朗
(
マ
ル
ヰ
ガ
r
t
筑
豊
㈱
)

均
　
(
藤
石
油
)

豊
秀
　
(
位
登
産
業
㈱
)

一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安

全
セ
ン
タ
-
か
ら
消
防
設
備
保
守
関

係
者
理
事
長
表
彰
を
受
買

当
協
会
の
副
会
長
　
川
端
喜
美
男
氏
が
､

防
災
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
｡
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(平成26年中)

田川地区の火災･救急の概要

火3it　　　　　　二-三コ

平成26年中の火災件数は87件であり､昨年の87

件と比較すると増減はありません｡
火災による損害額は､ 88,456千円で､前年と比べて

43,754千円の減少となってあり､損害額の99%は建物

火災によるものです｡出火原因は､火入れか14件と

最も多く､放火(疑い含む)か13件､たき火か11件

となっています｡

特l=放火は､毎年上位となっています｡家の外周に

燃える物を置かないことが大切です｡

出 傀r�犬�1 �"�3 釘�5 澱�6 唐�8 唐�8 唐� ��

紘 ���放 �6��し ���鷲 �6B�■■ �5��排 �+ﾒ�焼 ��r�不 

件 �?ﾂ�火 儿��ん 弔�気 �9B�呂 冉ﾒ�蓋 �-ﾂ�些 �,ﾂ�明 

火 原 因 ��B�れ 偬B�*"�ﾖ2���.r��2�火 ll �.r�b�ぴ 3 亢��ｮﾒ�"�電 請 等 の 配 線 �*B�-ﾂ�,r�l フ 冕B�｣ 刋b�舵 

.亡ゝ ⊂⊃ 占† 塔r�14 ��2�劔2 ���1 ���1 ���ll �#��

■救急の前年比較表
＼年 剔O年対比 剿ﾂ�[ﾙ�ﾃ#iD��ｷ霍ﾘ��ｩ¥｢�

区分 剳ｽ成25年 兌ﾙ�ﾃ#iD��増減 

出場件数 �7,698 途ﾃSs"�-126 

救急件数 �7.129 途ﾃ�cR�-64 

搬送人員 �7,199 途ﾃ�3��-68 

救 倬hﾌﾉ¥｢�平成25年 兌ﾙ�ﾃ#iD��増減 俔ﾉ�ﾉzbR�順位 

急病 釘ﾃs3��4,554 蔦�sr�60.14% ���"�

転¶【-1蕗 ��ﾃ��"��3��1.127 �#R�14.88% 

一般負傷 �982 鼎B�12.97% �2�

交通事故 鼎ッ�501 ��R�6.62% 3.16% 釘�R�

出 場 件 1 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�286 �#3��-47 
自損行為 都��72 �"�0.95% 澱�

加愛 �32�44 免ﾂ�0.58% 途�

労働災害事故 �3��26 蔦B�0.34% 唐�

運動競技事故 ��"�20 唐�0.26% 湯����

水難事故 湯�4 蔦R�0.05% 

火5ii ���3 �"�0.04% 免ﾂ�

自然災害事故 ���0 ���0.00% ��

一日平均件数 �21.1 �#�� 

■火災の前年比較表

区分 兌ﾙ�ﾃ#YD�(b�平成26年中 ��ﾘﾋ��

火災件数 塔xﾈ��87件 ��ﾈ��

焼損面積ぽ一一一一一一一一芸 ��纉SVﾗ｢�1,496m2 蔦CS���,B�壷I(��钁R�
101a ��ﾖ���

焼損棟数 �3y8��46棟 等8��

リ災世帯数 �#��)���32世帯 ��)�)���

り災者数 鉄��ﾂ�Y�ﾂ�61人 �9�ﾂ�

死_者 �1人 蔦I�ﾂ�)�ﾂ�

負傷者 �9�ﾂ�5人 

壁 �� ��

損□領 全火災a)1件あたりの損害額 ��3"ﾃ#���x冷��經#��x冷�88,456千円 1,017千円 蔦C2ﾃsSI�x冷�ﾓS�9�x冷�

苧琵笠鰻警告- 砺Bﾖﾗ｢�45mz 蔦#Vﾒr�4,675千円 �"ﾃcc)�x冷�-2.013千円 

1ケ月当りの火災件数 途�(ﾈ��ラ.皇~再 ��ﾈ��

出場人員(延) 都ラ�ﾂ�Lj里AL｣｣9人 

備考 兌ﾙ�ﾃ#fdY(h,ﾈ懆ﾝ�ﾈ��Hｷ�-��丼�ｧ｢�

(内訳) 

林野5件D千円 

車両6件498千円 

(爆発)0件0千円 

-･　　　　捕

平成1 7年以降､ 1 0年間の救急出場件数の推移は下表の

とおりでありますo
I E]平均では､21の出場件数になっています.

出場件数　　---一搬送人員



平成27咋1月
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報会災防

実
施
し
た
防
災
事
業

災
害
の
未
然
防
止
を
因
る
た
め
に
､
消
防
機
関
と
協
力
し
て
本
年
も

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
｡

多
く
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
E
f
)
川
を
q
Z
)
指
し
て
､
防
災
の
輪
を

広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

化.･. :I..
.
J
r

ふ

､

藩

　

か

当
協
会
で
は
､
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
に
併
せ
て
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断
を

行
い
ま
し
た
｡

防
火
診
断
で
l
1
5
_
'
ガ
r
i
コ
ソ
ロ
や
石
油
r
1

卜
-
プ
等
の
火
気
の
取
り
扱
い
や
'
コ
ン
セ

ン
ト
の
タ
コ
足
配
線
等
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
な
か
ら
､
世
間
話
を
交
え
て
火
災
予
防
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
｡

防
火
診
断
の
結
果
､
タ
コ
足
配
線
を
し
て

い
る
世
帯
か
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
｡
こ

れ
は
､
近
年
家
庭
用
電
気
製
品
の
普
及
に
対

し
て
､
古
い
家
屋
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
数
か
少

な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
.

こ
れ
に
つ
い
て
は
､
タ
コ
足
配
線
の
危
険
性

を
説
明
し
､
必
要
な
器
具
だ
け
を
接
続
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
､
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断

は
､
火
災
予
防
に
大
変
成
果
か
上
が
っ
て
い

る
事
業
で
す
｡

ま
た
､
防
火
診
断
後
に
記
念
品
と
し
て
多

機
能
防
災
ラ
ジ
オ
(
電
波
時
計
付
)
を
贈
呈

し
ま
し
た
｡

当
協
会
で
は
､
毎
年
3
回
実
施
さ
れ
る
危

険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者
を
対
象
と
し
た

試
験
準
備
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
､
次
の
と
あ
り
で
す
｡

･
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

2
月
9
日
　
(
日
)
　
…
4
名

6
月
1
日
　
(
田
)
　
目
名

1
 
0
月
5
日
　
(
日
)
　
2
3
名

福
岡
市
が
管
理
す
る
山
王
調
整
池
を
視
察

し
､
山
王
公
園
周
辺
で
の
浸
水
対
策
で
あ

る
､
グ
ラ
ン
ド
や
地
下
調
整
池
を
見
学
し
､

近
年
の
集
中
豪
雨
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ

り
､
そ
の
対
策
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
施

設
に
役
員
一
同
大
い
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
｡福

岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
､
､
水
害

体
験
を
行
い
ま
し
た
｡
水
害
に
あ
っ
た
場
合

に
は
逃
げ
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
､
水
害
箇

所
及
び
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
近
づ
か
な

い
と
い
う
指
導
を
受
け
f
h
5
し
た
｡

次
に
､
福
岡
而
博
物
館
で
は
､
九
州
仏

(
千
三
百
年
の
祈
り
と
か
た
ち
)
　
展
が
開
催

さ
れ
九
州
は
古
く
か
ら
大
陸
と
畿
内
の
双
方

の
影
響
を
受
け
､
他
の
地
域
に
は
み
ら
れ
な

い
独
自
の
仏
教
文
化
を
育
ん
だ
仏
像
約
百
点

を
見
学
し
ま
し
た
｡

を
行
な
い
ま
し
た
｡
そ
の
後
､
防
火
演
奏
を

行
な
っ
た
保
育
園
等
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
｡

平
成
2
6
年
1
 
0
月
2
6
日
に
行
わ
れ
た
E
E
]
川
地

区
総
合
防
災
訓
練
に
当
協
会
も
協
賛
し
ま
し

た
｡

T
h
5
た
､
会
員
で
あ
る
田
川
医
師
会
､
九
州

電
力
㈱
ガ
個
別
に
参
加
す
る
と
と
も
に
､
部

会
と
し
て
L
P
ガ
r
t
部
会
か
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
｡

平
成
2
6
年
度

の
役
員
視
察
研

修
は
､
1
0
月
2
1

日
に
実
施
し
､

1
 
7
名
の
役
員
と

2
名
の
来
賓
及

び
事
務
局
3
名

か
参
加
し
ま
し

た
｡

今
年
度
は
､

当
協
会
で
は
､

春
季
及
び
秋
季

の
火
災
予
防
運

動
の
協
賛
を
行

な
っ
て
い
ま
す
｡

巴
川
市
内
の

サ
ソ
リ
ブ
田
川

店
と
川
食
島
影

館
　
池
尻
店
で

実
施
し
､
チ
ラ

シ
配
布
に
よ
る

火
災
予
防
啓
発
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お

火災により発生する煙を自動的に感知
し､逃げ遅れなどからの被害を無くすため
に､住宅用火災警報器の設置が義務づけら
れています｡

Ef川l地区の設置率は､全国平均よりも低
いため､火災から大切な家族の命を守るた
めr=設産を心かけましょう!

また､電池の寿命は10fFか目安ですo
電池を交換するか､新しい住宅用火災警

報器に取り換えてください｡

悪質な訪問販売にご注意日
なお､消防職員を装っての販売や､高額

請求など悪質な訪問販売の被害が発生して
います｡

消防職員r=よる販売や､消防署が特定業
者に販売を依頼することもありません｡

編集後記
会員の皆様､明けましておめでとうございます｡

この会報も今回で第41号となりました｡会報発行にあたり会員
の皆様にご協力いただき､心よりあ礼申し上げます｡

本年もよろしくあ願い致します｡

事務局長　古谷　雅章　　事務局　浦野　晃一
事務一局　谷.一触也　事務局　=*川えみ子

｣豪虹一塩｣盆望｣昼慧V_二fij
･-_ ＼　　　　　　F

鶴会災防

知

　

ら

　

せ

平
成
2
7
年
度
の
各
種
資
格
取
得
試
験
及
び

講
習
会
の
予
定
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
｡

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
､
消
防
本
部
予
防
課
内
の
事
務
局
で
確

認
し
て
下
さ
い
｡

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
1
回
　
平
成
2
7
年
6
月
初
旬
頃

願
書
受
付
期
間

4
月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬
ま
で

第
2
回
　
平
成
2
7
年
1
 
0
月
下
旬
頃

願
書
受
付
期
間

8
月
中
旬
か
ら
8
月
下
旬
ま
で

第
3
回
　
平
成
…
8
年
2
月
下
旬
頃

願
書
受
付
期
間

1
 
2
月
中
旬
か
ら
1
月
上
旬
ま
で

協
会
で
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
日
に
あ
わ

せ
て
､
乙
種
4
類
の
試
験
準
備
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
､
県
内
4
会
場
で

住
宅
用
火
災
善
報
轟
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
-
･

実
施
さ
れ
ま
す
か
､
筑
豊
地
区
は
E
E
)
川
市
の

福
岡
県
立
大
学
か
会
場
に
な
り
ま
す
｡

●
消
防
設
備
士
試
験

費
1
回
　
福
岡
而
･
田
川
市

平
成
2
7
年
7
月
中
旬
頃

第
2
回
　
北
九
州
而

平
成
2
7
年
8
月
上
旬
頃

第
3
回
　
福
岡
市
･
田
川
市

平
成
2
7
年
1
 
2
月
中
旬
頃

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

平
成
2
7
年
1
 
0
月
2
7
日
･
2
8
日

筑
豊
地
区
会
場
は
､
直
方
而
(
直
方
中
央

公
民
館
)
　
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
い
ず
れ
か
の
日
に
3
時
間
の
受

講
が
必
要
で
す
｡
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
人
が
受
講
対
象
と
な

り
ま
す
｡

①
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
者
は
､
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以

後
の
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
3
年
以
内
｡

②
新
た
に
従
事
す
る
者
は
､
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内
｡
た
だ
し
③

に
該
当
す
る
者
は
③
に
よ
る
｡

③
過
去
2
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
者
は
､
免
状
の
交
付
又
1
1
5
1

受
講
し
た
日
以
後
の
最
初
の
4
月
1
日
か

ら
3
年
以
内
｡

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人

は
受
講
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

●
消
防
設
備
士
法
定
講
習

平
成
2
7
年
1
 
0
月
-
1
 
2
月
　
(
未
定
)

消
火
設
備
　
1
日

馨

報

設

備

　

1

日

避
難
設
備
　
1
日

筑
豊
地
区
の
会
場
は
､
田
川
市
を
予
定
し

て
い
ま
す
｡

受
講
対
象
者
は
'
次
の
と
お
り
で
す
｡

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
2
年
以
内
の
人

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
5
年
以
内

の
人

●
防
火
管
理
講
習
会

消
防
法
に
よ
り
建
物
の
所
有
者
な
ど
の
管

理
権
原
書
は
､
火
災
か
ら
人
命
を
守
る
た
め

に
防
火
管
理
者
を
定
め
､
防
火
管
理
業
務
を

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
f
h
5
せ
ん
D
　
こ
の
防
火

管
理
者
の
資
格
は
､
2
日
間
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
｡

①
田
川
地
区
消
防
本
部

平
成
2
7
年
6
月
頃

②
県
立
飯
塚
研
究
開
発
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
2
7
年
5
月
頃

9
月
頃

③
直
方
市
中
央
公
民
館

平
成
…
7
年
2
月
頃

※
再
講
習
　
(
1
日
)

筑
紫
野
而
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
2
7
年
2
月
頃


